
会 議 記 録 

 

 高松市附属機関等の会議の公開および委員の公募に関する指針の規定により，次のとおり会

議記録を公開します。 

会 議 名  平成２２年度 高松市安全で安心なまちづくり推進協議会 

開 催 日 時  平成２２年１１月１１日（木） １３時００分 ～ 

開 催 場 所  高松市役所 ３階 ３３会議室 

議 題 

 (1) 平成２１年度高松市安全で安心なまちづくり支援事業報告について  

 (2) 高松市内における万引きの現状と対策について 

 (3) 高松市安全で安心なまちづくり支援事業計画について 

 (4) その他 

公 開 の 区 分   ■ 公開  □ 一部公開  □ 非公開 

上 記 理 由  

出 席 委 員 

 １１人 

坂本委員（会長），多田委員（職務代理者），谷本委員，大河内委員， 

前田委員，戸城委員，小野委員，泉端委員，岸上委員，丸橋委員，長畑委員   

傍 聴 者  ０人 （定員 若干名） 

担 当 課 

お よ び 

連 絡 先 

 地域政策課 地域振興係 （℡８３９－２２７７） 

 

協議経過および協議結果 

※オブザーバーとして香川県警察本部安全安心まちづくり推進室長が出席。 

(1) 平成２１年度高松市安全で安心なまちづくりの支援事業報告について（市事務局報告） 

  報告内容 

  ・防犯セミナー 

  ・安全・安心活動基盤整備事業等 

  ・防犯協会等への補助金交付 

  ・防犯灯の整備 

  質問・意見等 

  （委員）防犯セミナーの開催費用はどうなっているのか。 

  （事務局）講師に関しては市の職員や，テーマによっては香川県警察本部等にお願いするの 

で特にかからない。 

  （委員）セミナーの要望がある場合はコミュニティ協議会を通じて申し出ればよいのか。 

  （事務局）コミュニティを通じて申請していただきたい。 

 

(2) 高松市内における万引きの現状と対策について（県警本部報告） 

  報告内容 

  ・香川県は千人あたりの万引きの認知件数が７年連続ワースト１位 

   要因としては 



①狭い区域に大型店舗がひしめき合う地域性 

②通報しやすい環境の２点が挙げられる。 

  ・近年は高齢者の万引きが増加 

  ・県内における対策 

  ・店舗独自の対策 

  ・子ども安全・安心防犯環境整備装置について 

  質問等 

  （委員）高齢者に向けた対策は何を行っているか。 

  （県警）会合，集会等で周知している。今後は万引きの原因である不安感や孤独感にもア 

プローチして行きたい。 

  （委員）認知症等による罪の意識のない万引きも今後出てくるのではないか。複数人で買い 

物に行くといった，仲間作りなどの呼びかけはどうだろうか。 

（県警）仲間作りは良いと思う。万引き防止において非常に有効な対策は「人の目がある」 

ということであるから，店舗の対策というのが非常に大きいと思う。 

  （委員）再犯率はどのくらいか。 

  （県警）非常に簡単にできるという印象を与える犯罪のため再犯率も高い。またエスカレー 

トしやすい犯罪でもある。 

 

(3) 高松市安全で安心なまちづくりの支援事業計画について（市事務局報告） 

  計画内容 

  ・防犯セミナー 

  ・安全・安心活動基盤整備事業等 

  ・防犯協会等への補助金 

  ・防犯灯の整備 

  ・防犯アドバイザーの派遣 

  ・地域防犯活動意見交換会 

  質問・意見等 

  （委員）見守り隊の認知についてまだまだ不十分であり，意見交換会等で周知して欲しい。 

  （事務局）声かけをしていきたいと考えている。 

  （委員）防犯アドバイザーにはどんな人材がいるのか。 

  （事務局）過去には備えネットや県警の方にお願いしている。デモンストレーション等行っ 

たが，近年テレビでも同様の内容が放映されていることも多く，新しいアイデアが欲しい 

と思っているところ． 

 

(4) その他 

  委 員から 

見守り隊についての報告  

見守り隊は２１年度から県で５００名登録されており，知事の委嘱状をもらって活動して 

いる。各地区校区に１～３人の隊員がおり，年金の振込日の１５日に警察署と連携して金 

融機関や大型スーパーなどでチラシの配布等を通じて，高齢者に詐欺防止等キャンペーン 



をおこなっている。また，各地域で行われている文化祭や敬老会などのイベントで地域の 

人と協力して寸劇を行ったり，チラシを配ったりしている。今回の会に参加するまで，万 

引きがこんなに多いとは知らなかった。今後はぜひ万引き防止に対する啓発活動もしてい

きたい。 

   

事務局から 

空き家対策について 

   施設に入居している高齢者が所有している物件が空き家状態で，ブロック塀等が崩れてい 

る。所有者の娘さんがときどき訪れているようだが，接触の機会がなかなかない。 

   警察等でこのような案件を対処した具体的な事例等が合った場合は教えて欲しい。 

   （委員） 

・具体的に対処した事例はない，ただ，今回の場合は娘さんがいらっしゃるとのことか 

らそちらに掛け合うのが筋ではないかと思う。 

・自治会やコミュニティで対策を行ってはどうか。未加入世帯の問題がある。 

・差し迫った状態であれば緊急避難的な対応ができるのではないか。 

・土地関係の税金の納付先などから連絡を取ることはできないか。個人情報に対して現在 

は非常に厳しいだろう。 

   （事務局）  

    研究して協議していきたいと思う。  

 

 


